２学年算数科指導案（案③）

題材名　：　形をしらべよう
目　標　：　辺や頂点の数に着目して分類する活動を通して、三角形、四角形の意味や性質を理解する。
	資質・能力
B　図　形
	[bookmark: _GoBack]平面図形の特徴を図形を構成する要素に着目して捉えたり、身の回りの事象を図形の性質から考察したりする力

	育てたいプログラミングの考え方
	　フローチャートの基本的な表現方法を知る。
　プログラミングの3要素（順次・分岐・繰り返し）について知る


準備する物：紙（ノート等）鉛筆　ワークシート
レディネス：条件分岐・順次処理(案①)、三角形・正方形・直角三角形・長方形の条件を学習済み
	
	学　習　活　動
	◇指導上の留意点　◆支援

	導入
	○フローチャートの確認をする。





	◇ワークシート②-1を活用してフローチャートの確認をする。
形を分けて、フローチャートを使って形をせつめいしよう。





	展開
	○三角・四角の条件を確認する。
　・辺や頂点の数
　
○フローチャートを完成させよう。
○フローチャートを紹介し合う。

○正方形・長方形・直角三角形の条件を確認しフローチャートをかく。


○三角形・直角三角形・正方形・長方形を構成する要素に着目しフローチャートをかく。
	◇辺の数や頂点の数に着目させる。


◇ワークシート④-1や④-2の条件などを記入させる。
◇ペアで記入した条件の内容を確認させる。

◇ワークシート①を活用
◇ノートにフローチャートをかかせてもよい。
◆ワークシート⑤を活用する。

◇ワークシート⑥に条件を記入しフローチャートを完成させる。

	まとめ
	○本時を振り返る。
	◇形は「頂点の数」や「辺の数」「辺の長さ」「直角の有無」などで弁別できる事を確認させる。




